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	 金属ナノ構造へ光が照射されると、光電場は金属ナノ構造へ局在化する。この現象は局在表面

プラズモン共鳴(LSPR)と呼ばれ、高感度分光分析・超解像イメージング、センサーなど幅広くフ

ォトニクスの分野に貢献してきた[1]。2008年には、LSPRの励起に用いられる光の波長が可視域か

ら紫外域へと拡張され、酸化チタン光触媒作用の増強、生体分子の高感度分光測定、センシング

といった応用研究が開拓されてきた[2-6]。紫外プラズモニクスで利用される材料である卑金属は酸

素との反応性が高く、その金属ナノ構造表面には数 nm の酸化被膜が形成される。しかし、指数

関数的に減衰する増強場を利用するという観点から、酸化被膜の無い化学的安定なナノ粒子表面

が理想である。我々は、合金の化学的・物理的安定性に着目し、卑金属系合金(Al-Mg)ナノ構造の

作製を行なった。 

	 パルスレーザー堆積法により AlMgナノ構造を作製

した。真空中（~10-4 Pa）で AlMg 合金ターゲット

（Al:Mg=1:1）上にパルスレーザー（Nd:YAG, 波長：

266 nm）を集光して照射し、石英基板上にナノ粒子を

堆積した。生成されたナノ構造材料の吸収スペクトル

を測定し、プラズモン共鳴波長を観察した。また、走

査型電子顕微鏡及び原子間力顕微鏡を用いて、ナノ粒

子の形状やサイズの観察・測定を行なった。図１は作

製した AlMgナノ粒子（粒径：約 50 nm）の吸収スペ

クトルである。赤色は作製直後の試料を、青、緑、黒

色は大気中に静置した試料を示す。図１中、243 nmに

みられる吸収ピークが、AlMg ナノ粒子のプラズモン

に起因すると考えられる。また、全てのスペクトルに

おいて吸収ピークが同様の波長(243.4±0.9 nm)で観察された。同様なサイズのアルミニウムナノ

粒子と比較し[2]、AlMgナノ粒子のプラズモン共鳴波長は極めて安定していると言える。 
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図１	 AlMgナノ粒子の吸収スペクトル 
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